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今、そこにある危機 途上国の”水と衛生” 



途上国の “水と衛生” 事情（Some of Facts) 

•  ７億８千万人（９人に一人）が安全な水にアクセス
できない	
  

•  毎年350万人が水起因疾病で死んでいく	
  
•  ５人に一人の子供の死は水起因疾病である	
  
•  途上国の病気の80％以上は、劣悪な “水と衛生” 

条件が原因である	
  
•  24億人（3人に一人）は改善された衛生施設を利用

できない	
  
•  そのうちの7億人はサハラ以南のアフリカ諸国であ

る	
  
•  サハラ以南のアフリカでは、3人に2人が表層水を

使用している	
  
•  世界の下水の90％は処理されていない	
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汚染された水が引き起こす疾病 



汚れた水による障害調整損失年（DALY） 



インド・ヤムナ川の汚染状況 

Pollution of River Yamuna 
 
by CPCB  
(Central Pollution Control Board)	




途上国の水循環利用システムの破綻（現状）と蘇生（将来） 

途上国が適用可能な下廃水処理システムの普及こそ、汚染された
水に起因する公衆衛生リスクを低減する、もっとも効果的な戦略
である 



Rio92	
  
UNCED地球サミット	
  

Agenda21 MDGs SDGs 

The	
  New	
  Agenda	
  2030	


すべての人に水と衛
生へのアクセスと持
続可能な管理を確保
する	


安全な飲料水と衛生
施設を利用できない
人口の割合を半減さ
せる	


水と衛生に	
  
関する目標	


2005年までに開発
途上国のすべての
下廃水の50％以上
を低コストでかつグ
レードアップ可能な
技術に基づいた衛
生排水処理施設に
よって処理すること	


国連ミレニアム	
  
サミット（目標年2015）	
  

2012（Rio+20）	
  
UNCSD 
（目標年2030）	
  

Rio92からRio+20への歩み	




途上国に適した下水処理システムとは？ 

Mechanized	
  System	
  vs	
  Natural	
  System	




途上国に適用可能な下水処理技術が具備すべき要件 





アグラのプロジェクト・サイト	
  もしも活性汚泥法で下水を処理したら・・ 



Hanging type Random Packing 

DHS Concept;  High	
  efficiency	
  of	
  Oxygen	
  Transfer 

Influent	
 Influent	


Effluent	
 Effluent	


(G-1,G-2, G-5)	

(G-3,G-4, G-6)	


散水ろ床とは、似て非なるもの 
（保水性担体＝ポリウレタン・スポンジの使用）	




No need of external aeration 
High VSS conc.: 20-30 gVSS/L	


DemonstraCon	
  of	
  DHS	
  in	
  Karnal,	
  India	
  

void	
  volume	
  >	
  95%	


DHS技術の原理 



Evolution of DHS Process 

(Cube Type)	


(Continuous Sponge Type)	


(Arrayed Packing Type)	


(Random Packing Type)	


(Hardened Sponge Type)	
(Curtain Type)	


DHS技術の進化 



Random Packing Sponge Media	




DHS技術の処理性能（1800日間ノンストップ実証試験の要約） 



1800日間ノンストップ連続実証試験の要約 

◆Despite of non aeration, UASB-DHS achieved an excellent performance equivalent to ASP 
◆No maintenance at all for DHS process throughout 5 years. 
◆No sign in deterioration of sponge-media material, showing high durability	




DHS	
  Full-­‐scale	
  Plant	
  in	
  India	
  (Agra),	
  	
  
処理規模5	
  MLD	
  (5,000m3/d),	
  	
  
処理人口規模35,000人/day	


日本のオリジナル環境技術	


インドにおける社会実装１号機 



MoAの概要	

・　東北大学は、E-JUSTにDHSの技術移転をする	

・　ASRTはE-JUSTにDHSプラントの社会実装１号機	

　　の建設コストを供与する	

・　E-JUSTは、AOIに実施設計・施工を委託する	

・　四者（TU/E-JUST/ASRT/AOI）は、連携しながら	

　　エジプト国中24,000箇所およびアフリカ諸国に	

　　水平展開していく	


東北大学	
  
原田教授	


AOI事務局長	
  
Arab	
  OrganizaCon	
  for	
  IndustrializaCon	


E-­‐JUST学長	


ASRT総裁	
  
(Academy	
  of	
  Science	
  Research	
  and	
  
Technology,Ministry	
  of	
  Higher	
  EducaCon,	
  
Science	
  and	
  Technology)	
  

「途上国におけるイノベーショ
ンを促進する国際協力の戦略
的推進（2012〜2016年度）」プ
ログラムでエジプトに研究拠点
を形成して、開発技術の社会

実装に成功	
  

DHS技術の技術移転と普及に関するMoA署名式	

	
 	
 	
 	
 	
 	
(28, Jan., 2016)	


エジプトにおけるDHS技術の社会実装化 



日本における社会実装１号機 

DHSシステムを用いた水量変動	
  
追従型水処理技術実証研究事業	
  
（2015年度採択）	




Taj Mahal and Yamuna River/Agra 	

Thank you for Attention	


D*STAR - Sustainable Sewage Treatment Advanced Reactor	



